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第
一
章

大
学
紛
争

第
一
節

大
学
紛
争
の
発
生
展
開

一
九
六
〇
年
代
末
葉
か
ら
七
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
の
い
わ
ゆ
る
「
大
学
紛
争
」
は
、
国
公
私
立
大
学
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
な
「
紛
争

原
因
」
の
も
と
に
全
国
的
な
展
開
を
見
せ
た
。
六
八
年
時
点
で
、「
紛
争
」
を
抱
え
た
大
学
は
全
国
に
一
一
五
校
を
数
え
た
と
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
六
八
年
一
月
の
東
京
大
学
医
学
部
の
教
育
体
制
の
改
革
を
求
め
て
無
期
限
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
っ
た
学
生
一
七
人
の
退
学
処
分

を
契
機
に
始
ま
っ
た
東
大
紛
争
、
同
年
四
月
日
本
大
学
に
約
二
〇
億
円
の
使
途
不
明
金
が
あ
る
と
の
報
道
に
端
を
発
し
、
理
事
総
退
陣
、

経
理
公
開
、
大
衆
団
交
を
求
め
た
学
生
側
と
大
学
側
と
の
激
し
い
や
り
と
り
に
よ
っ
て
全
国
に
知
ら
れ
た
日
大
紛
争
な
ど
、
大
学
の
旧

来
の
権
威
的
な
体
質
、
閉
鎖
的
な
大
学
管
理
経
営
、
学
生
の
教
育
要
求
に
応
え
き
れ
な
い
教
育
方
法
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
広
範
な
学
生
か

ら
異
議
申
し
立
て
が
な
さ
れ
た
。
た
し
か
に
大
学
が
果
た
す
役
割
は
何
か
、
大
学
の
社
会
的
使
命
と
は
何
か
、
大
学
の
自
治
や
学
問
の

自
由
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
の
、
真
摯
な
討
議
が
紛
争
の
た
だ
中
に
あ
っ
て
至
る
所
で
な
さ
れ
た
。

し
か
し
、
一
部
の
学
生
達
の
暴
力
や
建
物
占
拠
な
ど
の
実
力
行
使
に
よ
り
、
マ
ス
コ
ミ
の
過
熱
報
道
も
あ
い
ま
っ
て
、
世
論
は
こ
の

よ
う
な
大
学
改
革
の
地
道
な
努
力
の
プ
ロ
セ
ス
よ
り
も
紛
争
の
暴
力
と
し
て
の
性
格
に
眼
を
奪
わ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
一

九
六
九
年
に
は
、
東
京
大
学
と
東
京
教
育
大
学
の
入
試
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
社
会
的
な
影
響
の
大
き
い
問
題
が
出
現
し
た
。

政
府
は
、
こ
れ
ら
の
事
態
に
た
い
し
て
一
九
六
九
年
に
大
学
臨
時
措
置
法
を
国
会
に
提
出
し
て
統
制
管
理
に
よ
る
収
拾
を
図
ろ
う
と

し
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
一
時
的
に
か
え
っ
て
紛
争
に
火
を
注
ぎ
、
主
と
し
て
首
都
圏
と
関
西
圏
を
発
生
源
と
し
て
始
ま
っ
た
紛

争
が
全
国
各
地
に
長
期
化
す
る
様
相
を
見
せ
た
。
当
時
、
主
要
国
立
大
学
で
こ
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
大
学
は
殆
ど
な
か
っ
た
と
い
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え
る
。

第
二
節

北
大
紛
争
の
特
質
と
問
題

北
海
道
大
学
で
も
、
一
九
六
九
年
四
月
十
日
の
入
学
式
の
早
朝
、「
ク
ラ
ス
反
戦
連
合
」
の
学
生
達
に
よ
っ
て
会
場
に
予
定
さ
れ
て

い
た
体
育
館
が
占
拠
さ
れ
、
新
入
生
達
を
教
養
部
の
各
教
室
に
入
れ
て
学
長
の
挨
拶
が
事
務
室
か
ら
マ
イ
ク
放
送
に
よ
っ
て
流
さ
れ
る

事
態
が
生
じ
た
。
こ
れ
が
「
北
大
紛
争
」
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
（
六
九
年
四
月
十
日
か
ら
七
〇
年
一
月
二
十
二
日
ま
で
の
紛
争

の
事
実
経
過
に
つ
い
て
は
『
北
海
道
大
学
教
養
部
三
十
年
史
』
七
一
〜
七
五
ペ
ー
ジ
参
照
）。

そ
の
後
、
一
部
の
学
生
達
に
よ
る
事
務
局
、
教
養
部
な
ど
の
建
物
封
鎖
が
行
わ
れ
、
講
義
・
演
習
な
ど
授
業
が
休
止
に
追
い
込
ま
れ

た
り
、
そ
の
こ
と
に
関
連
し
て
の
学
生
集
会
が
た
び
た
び
行
わ
れ
た
。
大
学
側
は
、
封
鎖
解
除
の
た
め
に
機
動
隊
の
学
内
導
入
を
決
定

し
て
一
九
六
九
年
十
一
月
八
日
に
事
務
局
・
図
書
館
・
教
養
部
・
旧
学
生
会
館
の
封
鎖
を
解
き
、
翌
七
〇
年
一
月
四
日
に
は
教
養
部
封

鎖
解
除
の
た
め
機
動
隊
が
再
導
入
さ
れ
、
そ
の
駐
留
が
二
カ
月
に
及
ん
だ
。
暴
力
に
対
し
て
話
し
合
い
を
継
続
し
て
説
得
を
は
か
る
こ

と
や
学
生
自
身
に
よ
る
事
態
の
収
拾
努
力
が
試
み
ら
れ
た
が
、
最
終
的
に
大
学
へ
の
警
察
機
動
隊
の
導
入
を
決
定
し
た
こ
と
は
、
あ
る

意
味
で
大
学
自
治
の
自
殺
行
為
で
も
あ
り
、
学
内
に
は
反
対
意
見
も
当
然
多
く
あ
が
っ
た
。
紛
争
の
余
波
は
、
同
年
三
月
の
全
学
卒
業

式
の
中
止
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
年
以
降
も
各
学
部
ご
と
の
卒
業
証
書
の
授
与
と
い
っ
た
変
則
方
式
を
続
け
ざ
る
を
得
な
い
時

期
を
経
て
、
全
学
部
・
大
学
院
の
一
同
に
会
し
た
卒
業
式
は
七
五
年
三
月
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

紛
争
を
振
り
返
っ
て
そ
の
後
の
卒
業
式
に
つ
い
て
当
時
の
今
村
成
和
学
長
は
次
の
よ
う
な
述
懐
を
残
し
て
い
る
。

御
多
聞
に
漏
れ
ず
昭
和
四
十
四
年
の
紛
争
以
来
、
卒
業
式
は
、
入
学
式
と
共
に
中
絶
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
が
、
昨
年
（
昭
和
五

十
年
）
よ
う
や
く
復
活
し
た
。
復
活
後
の
卒
業
式
が
ど
う
い
う
形
式
で
行
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
大
変
簡
素
な
も
の
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で
、
北
大
交
響
楽
団
の
奏
す
る
「
エ
ル
ム
の
鐘
」
に
始
ま
り
、「
都
ぞ
弥
生
」
で
終
わ
る
三
十
分
の
間
に
、
卒
業
証
書
の
授
与
と

学
長
告
辞
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
壇
上
に
は
、
学
部
長
の
ほ
か
名
誉
教
授
の
先
生
方
が
並
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
来
賓

の
姿
は
な
い
。
今
年
か
ら
入
学
式
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
も
卒
業
証
書
授
与
の
代
わ
り
に
新
入
生
代
表
の
宣
誓
と

部
局
長
の
紹
介
が
あ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。（『
北
大
百
年
前
後
』
四
六
ペ
ー
ジ
）

簡
素
な
式
へ
の
変
更
は
、
紛
争
が
与
え
た
大
学
へ
の
影
響
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

第
三
節

北
大
紛
争
の
原
因

北
大
紛
争
に
は
、
他
の
大
学
の
よ
う
な
学
生
と
大
学
側
と
の
深
刻
な
対
立
を
含
ん
だ
直
接
の
動
機
は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ

以
前
に
、
学
生
寮
の
入
寮
決
定
手
続
き
を
め
ぐ
っ
て
の
対
立
が
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
大
学
サ
イ
ド
の
学
生
と
の
話
し
合
い
重
視
、
学

生
自
治
尊
重
姿
勢
へ
の
転
換
で
、
終
息
に
向
か
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
北
大
紛
争
は
、
む
し
ろ
全
国
的
な
学
生
紛
争
の
影
響
を
受
け
て
、
大
学
の
自
治
、
学
問
の
自
由
を
め
ぐ
っ
て
の
問
い
直
し

が
契
機
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
側
面
が
大
き
い
。
例
え
ば
、
そ
れ
ま
で
十
分
に
検
討
さ
れ
ず
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
研
究
の
あ
り
か
た
が

問
題
と
な
っ
た
事
例
が
幾
つ
か
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
一
九
六
〇
年
代
は
じ
め
頃
に
あ
っ
た
現
職
自
衛
隊
員
入
学
問
題
で
あ
る
。
工
学
部

で
は
、
六
二
年
四
月
大
学
院
修
士
課
程
に
現
職
自
衛
隊
員
四
名
が
入
学
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
問
題
と
し
て
表
面
化
し
な
か
っ
た
が
、

同
年
十
一
月
に
翌
年
度
修
士
課
程
入
学
試
験
合
格
者
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
中
に
九
名
の
現
職
自
衛
隊
員
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
う

け
、
十
二
月
頃
か
ら
現
職
自
衛
隊
員
の
合
格
取
消
し
及
び
在
学
者
退
学
の
要
求
が
学
内
か
ら
あ
が
っ
た
。
現
職
自
衛
隊
員
の
受
け
入
れ

は
、
軍
事
研
究
に
手
を
貸
す
も
の
と
の
批
判
は
、
全
国
の
大
学
で
も
生
起
し
て
お
り
、
中
に
は
入
学
を
認
め
な
い
大
学
も
あ
っ
た
。
そ

の
意
味
で
北
海
道
大
学
の
態
度
が
問
わ
れ
た
。
二
つ
に
は
、
医
学
部
、
理
学
部
に
ア
メ
リ
カ
軍
関
連
か
ら
資
金
援
助
を
得
た
研
究
が
あ
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る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
こ
と
も
軍
事
研
究
と
の
関
連
で
批
判
の
声
が
学
内
に
上
が
っ
た
。
こ
れ
ら
の
批
判
に
対
し
て
、
当
事
者
側
か

ら
は
、
直
接
的
な
軍
事
研
究
を
目
的
と
し
て
は
い
な
い
、
研
究
成
果
を
広
く
世
の
中
に
公
開
し
て
い
る
、
自
衛
隊
員
入
学
も
個
人
の
学

ぶ
権
利
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
反
論
も
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
の
議
論
が
広
く
学
内
で
な
さ
れ
た
と
は
い
え

な
か
っ
た
。

ま
た
北
大
紛
争
に
連
関
し
て
、
学
内
「
民
主
化
」
の
潜
在
的
な
要
因
は
他
に
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
六
〇
年
代
初
め
に
、
一
部

教
授
の
専
制
支
配
が
、
若
手
教
官
や
学
生
へ
の
暴
力
や
い
や
が
ら
せ
な
ど
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
問
題
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
当
時
の
学
内
「
民
主
化
」
の
主
要
な
争
点
と
な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
全
国
的
に
も
広
が
っ
た
い
わ
ゆ
る
全
構
成
員

自
治
の
要
求
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
学
長
選
挙
、
学
生
部
長
選
挙
、
学
部
長
選
挙
な
ど
へ
の
「
参
加
」
要
求
、
教
授
会
な
ど
へ
の
傍

聴
要
求
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
や
非
常
勤
講
師
選
定
へ
の
「
参
加
」
要
求
な
ど
と
し
て
顕
現
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
大
学
自
治
が
伝

統
的
に
教
授
会
自
治
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
限
界
性
、
保
守
性
へ
の
批
判
が
あ
っ
た
。
大
学
自
治
は
、
教
授
層
だ
け
で
は

な
く
、
若
手
教
官
（
助
手
が
教
授
会
に
参
加
で
き
な
い
学
部
は
少
な
く
な
か
っ
た
）
や
、
学
生
、
大
学
院
生
、
職
員
な
ど
が
、
学
内
の

諸
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
す
る
こ
と
が
民
主
化
と
考
え
る
動
き
で
あ
る
。
北
海
道
大
学
も
こ
の
こ
と
に
関
し
て
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
学
長
選
挙
へ
の
助
手
の
参
加
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
学
長
選
考
基
準
（
一
九
四
九
年
制
定
）
に
よ
っ
て
、
第
一
次
選
挙
、

第
二
次
選
挙
と
も
に
投
票
権
を
持
つ
者
は
、
北
海
道
大
学
の
教
授
、
助
教
授
、
講
師
と
さ
れ
、
助
手
は
排
除
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

は
、
四
九
年
の
選
考
基
準
制
定
当
時
も
懸
案
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
助
手
参
加
を
認
め
る
意
見
は
少
数
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

紛
争
と
連
動
し
て
の
民
主
化
要
求
は
、
こ
の
選
考
基
準
の
閉
鎖
性
を
批
判
し
て
改
訂
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
大
学
の
管
理
運
営
体
制
の

民
主
化
の
一
つ
と
し
て
第
二
次
選
挙
へ
の
助
手
参
加
を
認
め
る
改
訂
が
な
さ
れ
た
の
は
、
七
一
年
で
あ
っ
た
。

な
お
、
全
構
成
員
自
治
へ
の
要
求
は
、
部
局
段
階
で
は
さ
ら
に
進
ん
だ
も
の
と
し
て
「
学
生
参
加
」
を
求
め
て
い
た
。
例
え
ば
、
一

九
六
九
年
、
教
育
学
部
で
は
、
学
部
長
選
出
に
お
い
て
、
助
手
以
上
の
教
官
と
事
務
職
員
に
よ
る
第
一
次
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
、
上
位
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三
名
の
教
授
に
つ
い
て
、
学
生
と
大
学
院
生
に
よ
る
信
任
投
票
が
な
さ
れ
（
不
信
任
が
過
半
数
の
場
合
は
失
格
）、
そ
の
結
果
を
得
て

教
授
会
が
最
終
的
に
学
部
長
を
選
出
す
る
と
い
う
学
部
内
規
が
決
定
さ
れ
た
。
同
様
の
動
き
は
、
経
済
学
部
、
薬
学
部
で
も
追
求
さ
れ

た
。
と
こ
ろ
が
、
文
部
省
は
、
こ
の
よ
う
な
「
学
生
参
加
」
の
動
き
に
対
し
て
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
教
育
学
部
は
六
九
年
二
月
に
上

記
の
内
規
方
式
で
学
部
長
選
挙
を
行
っ
た
が
、
文
部
省
は
、
既
に
国
立
大
学
関
係
者
に
「
教
育
公
務
員
特
例
法
が
学
長
等
の
選
出
方
法

の
決
定
を
、
評
議
会
・
学
長
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
の
は
、
教
育
・
研
究
の
直
接
の
担
い
手
で
あ
る
教
員
の
意
思
を
尊
重
す
る
た
め
で
あ
り
、

学
生
・
職
員
の
意
向
が
教
員
の
意
思
決
定
を
制
約
あ
る
い
は
阻
害
す
る
よ
う
な
方
法
は
、
同
法
の
趣
旨
に
反
す
る
」
と
い
う
解
釈
を
示

し
て
お
り
、
学
部
長
は
教
授
会
で
選
出
す
る
と
し
た
同
法
律
に
照
ら
し
て
疑
義
が
あ
る
と
し
て
、
新
た
に
選
出
さ
れ
た
教
授
を
学
部
長

に
発
令
し
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
国
会
で
も
問
題
と
さ
れ
た
。
七
一
年
、
教
育
学
部
は
学
生
・
大
学
院
生
の
拒
否
権
投
票
を
や
め
、

信
任
投
票
結
果
を
「
尊
重
す
る
」
と
し
て
発
令
を
得
た
。
同
様
の
こ
と
は
、
全
国
的
に
も
北
海
道
大
学
他
学
部
で
も
問
題
と
な
り
、
内

規
の
表
現
を
「
参
考
に
す
る
」
あ
る
い
は
「
申
し
合
わ
せ
」
に
と
ど
め
る
方
式
が
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
「
大
学
民
主
化
」
と
そ
れ
へ
の
対
抗
・
抑
圧
の
動
き
が
、
北
大
紛
争
の
背
後
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
あ
ま

り
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。
紛
争
そ
れ
自
体
が
、
一
九
六
九
年
か
ら
七
〇
年
に
か
け
て
建
物
を
占
拠
し
た
一
部
学
生
た
ち
に
よ
り
、
次
第

に
セ
ク
ト
集
団
相
互
の
暴
力
の
応
酬
と
な
り
、
集
団
内
部
で
い
わ
ゆ
る
内
ゲ
バ
な
ど
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
大

学
の
建
物
の
損
壊
、
導
入
さ
れ
た
機
動
隊
へ
の
火
焔
瓶
投
下
や
投
石
な
ど
の
暴
力
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
ぶ
り
が
主
に
報
道
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
っ
た
。
当
然
な
が
ら
こ
う
し
た
「
暴
力
」
に
は
世
論
の
批
判
も
厳
し
く
、
ま
た
実
際
に
「
暴
力
」
は
破
壊
以
外
何
も
生
み
出
す

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
紛
争
は
「
暴
力
」
に
堕
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
学
内
の
支
持
を
失
っ
て
ゆ
き
、
終
息
を
迎
え
て
い
っ

た
と
い
え
る
。
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第
四
節

紛
争
後
の
改
革
の
取
り
組
み

一

大
学
が
抱
え
て
い
た
課
題

大
学
紛
争
は
、
あ
る
意
味
で
転
換
期
に
向
か
っ
た
大
学
が
生
み
出
し
た
鬼
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
紛
争
の
あ
る
な
し
に
関
わ

ら
ず
、解
決
を
求
め
る
課
題
が
山
積
み
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。当
時
出
さ
れ
て
い
た
課
題
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
っ

た
。第

一
は
、
大
学
組
織
や
教
育
の
再
編
改
革
の
た
め
の
計
画
づ
く
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
作
業
は
、
学
内
に
機
動
隊
が
導
入
さ
れ
常
駐
し

て
い
た
一
九
七
〇
年
二
月
に
、
改
革
の
た
め
の
専
門
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
①
組
織
、
②
図
書
館
、
③
教
養
課
程
、

④
管
理
・
運
営
、
⑤
学
生
な
ど
の
地
位
と
役
割
に
つ
い
て
五
つ
の
専
門
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
後
、
七
〇
名
を
超
え
る
教
官
に
よ
っ

て
二
年
一
〇
カ
月
に
わ
た
っ
て
討
議
が
継
続
さ
れ
た
が
、
議
論
は
難
航
し
、
必
ず
し
も
意
見
の
一
致
を
見
る
も
の
が
多
い
と
は
言
え
な

か
っ
た
。
結
局
、
そ
の
成
案
が
ま
と
ま
り
最
終
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
の
は
、
七
三
年
九
月
で
あ
っ
た
。
教
養
課
程
に
つ
い
て
検
討
し

た
委
員
会
を
除
き
、
具
体
的
な
改
革
案
を
ま
と
め
た
委
員
会
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
大
学
改
革
の
議
論
は
、
主
と
し
て
教
養
課
程

の
改
革
問
題
に
集
中
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

第
二
は
、「
学
生
急
増
期
」
を
経
て
の
「
教
養
部
」
改
革
問
題
で
あ
っ
た
。
大
学
紛
争
か
ら
一
〇
年
余
を
経
過
し
て
、
一
九
八
一
年

に
、
語
学
の
教
官
を
中
心
と
し
て
言
語
文
化
部
が
創
設
さ
れ
る
。
そ
れ
は
一
つ
の
成
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
教
養
部
を
改
組
し
た
言

語
文
化
部
に
お
い
て
も
学
科
目
制
か
ら
な
る
組
織
を
講
座
化
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
多
く
、
そ
の
実
現
に
は
そ
の
後
の
九
〇
年
代
の
改

革
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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二

教
養
課
程
の
問
題

北
海
道
大
学
に
お
け
る
教
養
課
程
の
改
革
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
、
他
の
大
学
に
な
い
独
自
な
歴
史
的
な
特
徴
が
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
北
大
方
式
と
呼
ば
れ
る
編
成
の
仕
方
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
の
新
制
北
海
道
大
学
の
入
学
式
に
お
い
て
、
伊
藤
誠
哉
学
長

の
ス
ピ
ー
チ
は
、
大
学
を
広
義
（
大
学
院
を
含
む
）
と
狭
義
（
学
部
の
み
）
に
分
け
、
狭
義
の
大
学
に
お
い
て
、
一
般
教
育
の
重
視
を

あ
げ
た
。
こ
の
方
針
は
、
教
養
学
科
（
後
の
「
教
養
部
」）
を
設
け
さ
せ
、
専
攻
分
野
ご
と
に
し
か
る
べ
き
学
部
に
所
属
し
て
い
る
教

官
が
教
員
組
織
と
は
異
な
る
教
育
組
織
で
あ
る
「
教
養
課
程
」
を
担
当
す
る
と
い
う
方
式
を
採
用
さ
せ
た
。
い
わ
ゆ
る
、
全
学
支
援
方

式
の
「
教
養
部
」
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
式
は
、
大
学
設
置
基
準
大
綱
化
（
九
一
年
）
以
前
に
は
、
全
国
的
に
ユ
ニ
ー
ク

で
先
駆
的
な
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
他
大
学
と
共
通
す
る
問
題
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
そ
の
「
一
般
教
育
」
の
内
容
は
、
必
ず
し
も
北
海
道
大
学
に

固
有
の
も
の
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
全
国
の
他
の
大
学
と
同
様
に
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
運

動
の
あ
る
時
期
の
妥
協
の
産
物
と
さ
れ
る
人
文
科
学
、
社
会
科
学
、
自
然
科
学
の
三
系
列
の
均
等
履
修
方
式
の
踏
襲
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
一
般
的
と
は
い
え
な
か
っ
た
こ
の
三
系
列
均
等
履
修
方
式
は
、
戦
後
占
領
期
に
連
合
国
軍
総
司

令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
民
間
情
報
教
育
局
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
の
指
導
を
通
じ
て
、
大
学
基
準
協
会
が
全
国
の
大
学
に
適
用
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、

大
学
設
置
基
準
に
採
用
さ
れ
た
方
式
で
あ
っ
た
。
次
に
、
北
海
道
大
学
に
お
い
て
も
、
一
般
教
育
に
お
け
る
教
授
方
法
は
、
大
講
義
室

に
お
い
て
数
百
人
が
一
斉
に
受
動
的
に
教
官
の
講
義
を
受
け
る
方
式
が
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
戦
後
の
新
制
高
等
学
校
に

お
け
る
「
高
等
普
通
教
育
及
び
専
門
教
育
」（
学
校
教
育
法
第
四
一
条
）
を
授
け
る
と
す
る
教
育
目
的
に
対
し
て
、
大
学
の
「
教
養
教

育
」
な
い
し
「
一
般
教
育
」
が
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
の
差
異
性
は
、
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
く
、
や
や
も
す
る
と
高
等
学
校
の
教
育

の
焼
き
直
し
と
受
け
取
ら
れ
る
側
面
が
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
教
養
教
育
に
お
け
る
異
な
る
系
列
の
科
目
群
の
統

合
性
へ
の
自
覚
の
不
十
分
さ
で
あ
り
、
他
方
で
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
型
教
養
教
育
（L

iberal
A

rts
E

ducation

）
と
一
般
教
育
（G

eneral
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E
ducation

）
の
区
別
が
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
教
授
方
法
へ
の
気
づ
き
の
弱
さ
を
反
映
し
て
い
た
と
い
え
る
。

と
く
に
一
般
教
育
は
、
欧
米
で
は
基
本
的
に
中
等
教
育
ま
で
の
教
育
目
的
を
さ
す
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
新
制
大
学

と
旧
制
高
校
と
の
統
合
時
の
混
乱
も
あ
っ
て
曖
昧
な
ま
ま
、
そ
の
区
別
の
不
十
分
な
ま
ま
に
導
入
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、「
学
術
の
中
心
と
し
て
、
広
く
知
識
を
授
け
る
と
と
も
に
深
く
専
門
の
学
芸
を
教
授
研
究
し
、
知
的
、
道
徳
的
及
び
応
用
的
能
力

を
展
開
さ
せ
る
」（
学
校
教
育
法
第
五
二
条
）
こ
と
が
大
学
の
目
的
と
す
れ
ば
、
学
士
教
育
の
前
半
過
程
を
「
広
く
知
識
を
授
け
」「
深

く
専
門
の
学
芸
を
教
授
研
究
」
す
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
統
合
し
再
編
成
す
る
の
か
が
、
学
生
急
増
期
の
大
学
紛
争
を
経
て
あ
ら
た
め

て
問
わ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
教
養
課
程
再
編
に
大
き
く
働
い
た
要
因
と
し
て
、
学
生
数
の
増
加
と
入
試
制
度
の
再
編
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
者
と
し
て
は
、
北
海
道
大
学
は
、
一
九
四
九
年
の
教
養
学
科
発
足
時
に
は
、
一
学
年
の
入
学
者
数
は
一
〇
一
四
名
で
あ
り
、
そ
の
後
、

五
〇
年
代
に
は
微
増
に
止
ま
っ
た
が
、
六
〇
年
代
、
特
に
後
半
か
ら
は
増
加
が
著
し
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
六
七
年
に
初
め
て
二
〇
〇

〇
名
を
超
え
、
北
大
創
設
一
〇
〇
年
目
の
七
六
年
に
は
二
一
二
九
名
と
な
り
、
戦
後
新
制
北
海
道
大
学
発
足
時
と
比
べ
れ
ば
倍
増
す
る

数
字
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
数
字
は
そ
の
後
も
増
加
し
、
二
〇
〇
一
年
現
在
で
は
二
二
三
二
名
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の

増
加
の
主
要
な
要
因
は
、
理
系
部
局
の
学
部
、
講
座
、
科
の
増
設
に
あ
り
、
と
く
に
工
学
部
が
そ
の
中
心
を
な
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と

は
、
当
然
な
が
ら
、
教
養
課
程
か
ら
学
部
へ
の
移
行
時
の
進
路
選
択
競
争
激
化
と
そ
れ
に
伴
う
混
乱
を
招
く
要
因
と
な
っ
た
。
後
者
に

お
い
て
は
、
従
来
、
入
試
に
お
け
る
募
集
方
式
は
、
文
類
（
文
、
教
、
法
、
経
の
一
括
方
式
は
五
三
年
か
ら
）
・
理
類
（
理
、
工
、
農
、

獣
医
の
一
括
は
五
二
年
、
薬
が
加
わ
る
の
は
六
五
年
か
ら
）
・
水
産
類
・
医
進
・
歯
進
（
六
七
年
か
ら
）
と
区
分
さ
れ
て
い
た
が
、
と

く
に
、
七
九
年
か
ら
の
共
通
第
一
次
試
験
の
導
入
は
、
教
養
課
程
の
学
生
編
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
年
か
ら
は
、
文
Ⅰ
〜

文
Ⅲ
系
、
理
Ⅰ
〜
理
Ⅲ
系
・
水
産
系
・
医
進
・
歯
進
と
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
専
門
学
部
進
学
者

の
確
保
と
教
養
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
専
門
教
育
の
基
礎
的
な
内
容
を
導
入
で
き
る
よ
う
に
し
て
教
養
課
程
と
専
門
課
程
と
の
有
機
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的
結
合
・
連
携
を
は
か
ろ
う
と
す
る
専
門
学
部
の
方
か
ら
の
要
請
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
教
養
課
程
に
お
け
る
教
育
形
態
の
改
善
の
努
力
が
あ
っ
た
。
教
養
課
程
に
お
い
て
の
少
人
数
の
演
習
・
一
般
教
育
演
習
は
一

九
八
五
年
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
初
年
度
は
、
前
・
後
期
合
わ
せ
て
一
七
の
開
設
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
そ
の
数
を
増
し
て
行

く
こ
と
に
な
る
（
現
在
は
、
論
文
指
導
の
演
習
も
含
め
て
年
間
一
四
〇
以
上
が
開
設
さ
れ
て
い
る
）。
ま
た
、
そ
れ
以
前
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
「
総
合
科
目
」
と
い
う
講
義
は
、
多
様
な
学
問
分
野
か
ら
一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
開
講
形
態
（
六
八
年
か

ら
始
ま
り
、
七
四
年
以
降
盛
ん
に
な
っ
た
）
で
あ
り
、
学
際
的
な
方
法
の
魅
力
を
伝
え
る
意
図
を
含
ん
で
い
た
。
両
方
の
形
態
は
と
も

に
、
従
来
の
一
方
通
行
的
な
一
人
の
教
授
者
中
心
の
授
業
形
態
か
ら
、
学
生
参
加
の
双
交
通
型
授
業
へ
の
方
向
や
、
特
定
の
問
題
へ
の

複
眼
的
な
視
座
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
、
受
講
学
生
か
ら
は
好
評
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
努
力
は
、
九
〇
年
代
の
さ
ら
な
る
改
善（
例

え
ば
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
採
用
、
教
官
の
Ｆ
Ｄ
活
動
、
教
育
評
価
）
に
通
じ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
章

大
学
の
組
織
・
運
営
・
環
境
の
改
編

第
一
節

大
学
の
管
理
・
運
営

一

大
学
紛
争
後
の
大
学
運
営

堀
内
壽
郎
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
学
長
候
補
者
選
挙
が
一
九
七
一
年
三
月
に
新
基
準
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
理
学
部
教
授
（
理
学

部
長
）
丹
羽
貴
知
蔵
が
当
選
し
、
五
月
一
日
付
で
学
長
に
就
任
し
た
。
丹
羽
学
長
は
三
三
年
三
月
北
海
道
帝
国
大
学
理
学
部
化
学
科
を
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